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電子線形加速器を用いた Mo-99/Tc-99m製造システムのターゲット部分に Hf-178を適用することで、治療

用として欧米で適用が進んでいるLu-177を製造可能と考えた。Lu-177製造基礎試験結果とモンテカルロ輸

送計算コードPHITSを用いて、実規模システムでのLu-177製造量を評価したので、その結果を報告する。 
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1. 緒言 

 これまで小型で高製造効率の可能性がある電子線形加速器を利用したMo-99/Tc-99m製造システムを検討

してきた。他の医療用核種製造も可能であればシステムの低コスト化が図れると考え、同システムのター

ゲット部分にHf-178を用いたHf-178(γ,p)Lu177反応によるLu-177の製造量を評価した。 

 

2. Lu-177製造量評価 

2-1. 製造基礎試験 

京大原子炉の電子線形加速器からの電子ビーム(エネ

ルギ35MeV、電流値約70μA)をPt板に照射し、発生した

制動放射線をターゲットからの距離 12.5mmの位置に設

置した天然Hf棒(6.25mm、長さ5mm)に照射した。図1に

照射試料からのガンマ線スペクトルを示す。Lu-177及び

Hf-173/175が生成されていることを確認した。 

 2-2. 製造量評価 

PHITSコードで計算したHf-178ターゲット中の制動

放射線分布と、製造基礎試験結果をもとに評価した

Hf-178(γ,p)Lu-177反応断面積を用いて、実規模視シ

ステムにおけるLu-177の製造量を評価した。 

 

3. 結果・考察 

図2にLu-177製造量の評価結果を示す。治療に使用

されているLu-177の量7.5×109Bq/回を製造するため

には、加速エネルギ 35MeV、ビーム電流値 1000μAの

システムにおいて、48.6時間の照射時間が必要なこと

がわかった。 
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図1 照射試料からのガンマ線スペクトル
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図2 Lu-177製造量の評価結果
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